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【
う
ら
へ
続
く
】

1 月 27 日2709

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任

今
日
の
世
界
は
米
国
一
国
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
世
界
で
は
な
い

　
　
日
本
共
産
党
志
位
議
長
が
談
話
（
要
旨
）

　

一
、
ト
ラ
ン
プ
米
新
大

統
領
が
、「
米
国
第
一
」
を

最
優
先
し
、
パ
ナ
マ
運
河

を
「
取
り
戻
す
」、「
領
土

を
拡
大
」
す
る
な
ど
と
宣

言
し
、「
パ
リ
協
定
」
や
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

か
ら
の
離
脱
、
移
民
の
強

制
送
還
を
表
明
し
た
こ
と

は
、
国
連
憲
章
・
国
際
法

に
も
と
づ
く
平
和
秩
序
に

反
し
、
人
類
が
国
際
協
調

に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
死

活
的
な
課
題
に
背
を
向
け

る
も
の
と
し
て
、
強
い
危

惧
を
表
明
す
る
。

　

一
、今
日
の
世
界
は
、ア

メ
リ
カ
一
国
の
大
統
領
の

言
動
に
よ
っ
て
、
決
定
さ

れ
る
世
界
で
は
な
い
。
国

連
憲
章
と
国
際
法
を
最
大

の
基
準
に
お
き
、
対
話
と

包
摂
に
よ
っ
て
平
和
を
つ

く
り
、
非
同
盟
・
中
立
を

志
向
し
、
核
抑
止
と
決
別

し
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

流
れ
こ
そ
、
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
で
広
が
る
、
世
界
の
平

和
の
本
流
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
平
和
と
社
会
進

歩
を
求
め
る
各
国
の
市
民

社
会
が
重
要
な
役
割
を
発

揮
し
て
い
る
。
わ
が
党
は
、

日
米
関
係
を
対
等
・
平
等

の
関
係
へ
と
改
革
す
る
努

力
と
一
体
に
、
こ
う
し
た

平
和
の
本
流
を
前
進
さ
せ

る
た
め
に
国
内
外
で
力
を

つ
く
す
。

（
全
文
は
日
本
共
産
党
Ｈ

Ｐ
で
ご
覧
下
さ
い
）

　

24
日
、
通
常
国
会
開
会
。

「
石
破
首
相
は
施
政
方
針

演
説
で
『
楽
し
い
日
本
を

め
ざ
す
』
と
言
っ
た
が
誰

に
言
っ
て
い
る
の
か
」「
多

く
の
国
民
は
生
活
苦
を
訴

え
て
い
る
の
に
」「
物
価
高

で
実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス

が
続
い
て
い
る
」「
軍
拡
予

算
を
削
っ
て
、
福
祉
と
教

育
に
回
し
て
も
ら
い
た

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
就

任
。「
初
日
に
大
量
の
大
統

領
令
に
署
名
し
た
」「
Ｗ
Ｈ

Ｏ
脱
退
や
、
パ
リ
協
定
離

脱
な
ど
、
自
分
勝
手
が
ひ

ど
す
ぎ
る
」「
さ
っ
そ
く
、

米
国
で
生
ま
れ
た
子
供
に

米
国
籍
を
与
え
る
『
出
生

地
主
義
』
を
制
限
す
る
大

統
領
令
は
違
憲
と
の
連
邦

地
裁
の
命
令
が
で
た
」「
世

界
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
思
い

通
り
に
は
な
ら
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
チ
ロ
ー
さ
ん
が
日
米

で
野
球
殿
堂
入
り
。「
走
攻

守
の
す
べ
て
で
す
ご
い
記

録
を
残
し
た
」「
シ
ー
ズ
ン

２
６
２
安
打
は
未
だ
破
ら

れ
て
い
な
い
」「
日
本
の
高

校
生
た
ち
と
交
流
し
、
指

核なき世界へ共に
被爆者、スペイン国会と
大学で訴え
　被団協と原水協が欧州遊説　　

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
日
本
被
団
協
の
田

中
重
光
代
表
委
員
と
日
本

原
水
協
の
代
表
団
に
よ
る

ス
ペ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
で

の
被
爆
者
遊
説
が
16
日
、

始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
日
、
代
表
団
は
ス
ペ

イ
ン
国
会
議
事
堂
内
で
国

会
議
員
と
と
も
に
討
論
会

「
核
の
脅
威
の
な
い
世
界

を
目
指
し
て
」に
参
加（
主

催
は
ス
ペ
イ
ン
核
軍
縮
同

盟
）。田
中
代
表
委
員
は
４

歳
の
時
に
長
崎
で
被
爆
し

た
体
験
を
証
言
。「
核
な
き

世
界
」
の
実
現
を
呼
び
か

け
、
国
会
議
員
ら
と
討
論

し
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
サ
ラ
ゴ
サ
大

学
で
開
か
れ
た
集
会
「
戦

争
を
終
わ
ら
せ
よ
う
」
で

被
爆
証
言
を
行
い
ま
し
た
。

同
国
の
平
和
団
体
代
表
た

ち
も
発
言
。
３
５
０
人
の

大
学
生
や
市
民
が
参
加
し
、

１
０
０
人
が
会
場
に
入
れ

な
い
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

スノードロップ



2025 年 1 月 27 日（月）	 　　　　　　　　　　　インピーダンス　　　　　　  　　　　　　　　　　No.2709（２）

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

内
部
留
保
　
賃
上
げ
に
回
せ

　
全
労
連
・
国
民
春
闘
　
経
団
連
を
包
囲

 

　

全
労
連
と
国
民
春
闘
共

闘
委
員
会
な
ど
は
、
東
京

都
内
で
春
闘
を
開
始
す
る

「
闘
争
宣
言
行
動
」
を
実

施
。
３
５
０
人
以
上
が
デ

モ
行
進
し
、
経
団
連
会
館

を
包
囲
し
ま
し
た
。

　

不
安
定
雇
用
や
成
果
主

義
の
拡
大
で
、
労
働
者
に

低
賃
金
を
押
し
付
け
て
た

防災・減災など
専門家が一堂に会し、
シンポジウム

今
ど
き
の
花 

１
月
下
旬

　

神
代
植
物
公
園
で
青

空
の
下
、
ロ
ウ
バ
イ
が

強
い
匂
い
を
放
っ
て
い

る
。

　

ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
、

ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ
、
フ

ク
ジ
ュ
ソ
ウ
が
早
く
も

咲
き
始
め
、
春
の
お
と

ず
れ
間
近
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

契
機
に
国
の
制
度
整
備
や

耐
震
化
が
進
ん
だ
ほ
か
、

学
問
の
分
野
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

防
災
・
減
災
や
災
害
復

バッテリー不要の
　　淡水化システム
マサチューセッツ工科大学

　

太
陽
光
発
電
を
利
用
し

た
淡
水
化
シ
ス
テ
ム
に
は
、

発
電
量
の
変
動
を
補
う
た

め
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
補

助
電
源
が
必
要
で
す
。

　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

電
圧
を
加
え
て
水
に
溶
け

た
塩
分
の
イ
オ
ン
な
ど
を

取
り
出
す
電
気
透
析
法
の

淡
水
化
シ
ス
テ
ム
に
着
目
。

晴
れ
た
時
に
は
塩
分
を
除

去
す
る
速
度
を
上
げ
、
曇

っ
た
時
に
は
速
度
を
下
げ

導
も
し
て
い
る
。
プ
ロ
の

技
術
を
間
近
で
見
せ
る
こ

と
は
重
要
と
話
し
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

佐
々
木
朗
希
選
手
（
23

歳
）
は
ド
ジ
ャ
ー
ス
に
入

団
。「
日
本
人
三
本
柱
が
実

現
す
る
か
楽
し
み
だ
」

興
に
関
わ
る
63
の
学
協
会

で
つ
く
る
「
防
災
学
術
連

携
体
」
は
７
日
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
き
、
研
究
者

30
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
の
観
点
か
ら
発
表
。

震
災
後
30
年
間
の
科
学
技

術
・
学
術
の
変
貌
、
科
学

と
社
会
の
新
し
い
関
係
を

築
く
た
め
の
課
題
に
つ
い

て
討
論
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
復
興
」
に
つ
い

て
の
考
え
方
の
違
い
、
少

子
高
齢
化
社
会
で
の
防
災

の
あ
り
方
、
教
訓
が
詰

ま
っ
た
報
道
取
材
の
映
像

が
「
肖
像
権
」
へ
の
配
慮

で
生
か
せ
な
い
状
況
を
打

開
す
る
必
要
性
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

め
込
ん
だ
内

部
留
保
を
還

元
し
、
賃
上

げ
や
安
定
雇

用
、
下
請
け

単
価
引
き
上

げ
に
回
し
社

会
的
責
任
を

果
た
す
よ
う

求
め
ま
し
た
。

日
本
科
学
者
会
議
が
声
明

学
術
会
議
の
独
立
性
守
れ

　
　
法
人
化
に
反
対

　

日
本
科
学
者
会
議
は
17

日
、
日
本
学
術
会
議
の
法

人
化
に
向
け
た
法
整
備
に

反
対
す
る
竹
内
智
事
務
局

長
の
談
話
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

談
話
で
は
、政
府
の「
有

識
者
懇
談
会
」
が
昨
年
12

月
の
最
終
報
告
書
で
示
し

た
法
人
化
方
針
に
つ
い
て

「
独
立
し
た
ア
カ
デ
ミ
ー

と
し
て
の
日
本
学
術
会
議

の
性
格
を
根
本
的
に
否
定

す
る
も
の
」
と
批
判
。
学

術
会
議
の
独
立
性
と
自
律

性
を
守
る
た
め
立
ち
上
が

る
こ
と
は
「
日
本
の
民
主

主
義
と
平
和
を
守
る
行
動

で
も
あ
る
」
と
し
、
法
人

化
阻
止
の
声
を
上
げ
る
こ

と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

る
こ
と
で
、
太
陽
光
発
電

の
み
で
駆
動
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
ま
し
た
。
毎

秒
３
か
ら
５
回
発
電
量
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
最
適
な
処

理
量
に
な
る
よ
う
自
動
で

ポ
ン
プ
か
ら
の
水
の
供
給

量
を
変
化
さ
せ
ま
す
。

　

発
電
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
効
率
よ
く
活
用
し
、
最

大
で
日
量
５
０
０
０
リ
ッ

ト
ル
の
淡
水
を
生
産
す
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
　

×　
　
　
　

×

  

タ
レ
ン
ト
の
中
居
正
広

氏
の
性
加
害
問
題
。「
フ
ジ

テ
レ
ビ
社
員
も
関
与
し
て

い
る
と
週
刊
誌
は
報
道
し

て
い
る
」「
フ
ジ
テ
レ
ビ
の

会
見
は
一
部
の
記
者
に
限

定
、
動
画
撮
影
禁
止
な
ど

ひ
ど
か
っ
た
」「
記
者
や
フ

リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら

は
第
三
者
委
員
会
に
よ
る

徹
底
調
査
を
求
め
る
署
名

を
提
出
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
こ
こ
の
と
こ
ろ
割
と

暖
か
っ
た
」「
東
京
で
は
最

低
気
温
が
零
度
未
満
は
こ

れ
ま
で
１
日
し
か
な
い
」

「
少
し
ず
つ
、日
が
延
び
て

き
た
」

ロウバイ


